
No. 206

19 -1st- 11
11 -2nd- 6
15 -3rd- 13
13 -4th- 15

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 0 0 0 0 1 4 * 25 7 2 0
* 25 0 12 1 1 5 * 10 0 5 0
* 16 0 8 0 1 6 * 4 0 1 2
* 6 0 2 2 1 7 * 0 0 0 0

2 0 1 0 2 8 * 6 0 2 2
* 4 0 2 0 2 9 0 0 0 0

3 0 1 1 2 10 - - - -
0 0 0 0 0 11 - - - -
0 0 0 0 2 12 - - - -
2 0 1 0 0 13 - - - -
0 0 0 0 0 14 - - - -
- - - - - 15 - - - -
- - - - - 16 - - - -
- - - - - 17 - - - -
- - - - -

58 0 27 4 12 45 7 10 4
S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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2小池 春希
前原 さやか
金子 紗也
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岩本 里緒菜

鯉沼 美有
荒木 莉恵

大会２日目の第１試合。埼玉２位の埼玉栄中対群馬１位の大間々中との対戦。初戦となるが各
県の意地をかけた戦いを展開する。

第１Ｐ、両チームともハーフのマンツーマンＤｅｆでスタート。主導権を握ったのは埼玉栄中。＃５
岸田＃６ナウタヴァイがゴール下を支配しおもしろいように得点を重ねる。一方、大間々中は硬さ
が見られる中、チェンジングＤｅｆでリズムをつかみ、＃４小野里の３本の３Ｐを含む４連続得点で食
い下がる。

第２Ｐ、埼玉栄中のチェックの早いＤｅｆに大間々中の得点が止まる。オールコート主体のＤｅｆで
対抗するものの埼玉栄中が３０－１７の１３点リードで折り返す。

第３Ｐに入っても埼玉栄中の高さを生かした攻撃が展開される。＃５岸田＃６ナウタヴァイのコ
ンビプレーやＤｅｆリバウンドから切りかえの速い速攻でリズム良く得点を重ねる。大間々中は、＃
４小野里の ３Ｐ、＃５岡部ジャンプシュートで対抗するものの得点を縮められない。
勝負の第４Ｐ、大間々中はオールコートのマンツーマンＤｅｆであたりを強めボールを奪いに行く

が、埼玉栄中は冷静に対応しベスト８に進出する。
埼玉栄中の鍛えられた走力と、大間々中の最後まで諦めない姿勢が光った好ゲームであった。
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期 日： 2008(H20)年8月8日 (金)

開始時間： 09:30

ナウタヴァイ 圭理

埼玉栄 ○

58
(埼玉県)

●

45
(群馬県)

大間々

選手名

稲垣 香奈
岸田 実佳

NO.

4

コーチ

沢辺 香菜
茂木 穂高
村上 菜緒

柿沼 かすみ
新井 真実

遠藤 美紅

萱沼 史織

4岡部 治美
小野里 千秋

選手名 F

0

小林 杏理

高瀬 愛加

15

町本 和歌子
佐藤 亜樹

金子 恵
糸井 彩佳11 有田 愛美

板橋 未歩

川崎 栞
今泉 美咲

大会名称：

開催場所：

試合区分：

関東中学校バスケットボール大会
第38回

船橋市総合体育館 Ｂコート

女子 ２回戦

コーチ一ノ瀬 和之 提橋 浩二

3ポイントシュート 2ポイントシュート

11

FT:

合計合計

スターター


